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測定詳細（理屈編）

３Dプロファイラでレールの摩耗を検出します。

AとB２つのセンサでレールを
半分づつ測定を行います。

２つのデータを合成し、
１つのﾃﾞｰﾀとします。

レールの元々の基準データと比較を行い
摩耗量を測定します。

LDVを使用して、５ｍに一回測定を行います。
５ｍ検出毎に1ショットを測定する考えです。

３Dプロファイラ×2台
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測定詳細（データ編）

データとしては１ｍ事5回のデータを取得し、５ｍ単位での一番大きな摩耗量結果を提示します。

摩耗量

測定結果

となります。

なお、１ｍ事の撮影は5回連続で行い、その内の最小値データを正とします。
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例⑤

矢印分を摩耗量とします。

その内の最小値データを正とします。

なお、取得データには範囲があり

範囲外のデータは除外する形になっております。

① ② ③ ④ ⑤

①・②・③・④・⑤各１m毎の最小値データの内の

最大値データを正として出力します。

ここでは③のデータが５ｍに一回のデータとなります。

5mm 5mm 5mm 5mm

1ｍ毎5回データを取得します。

5ｍ 5ｍ 5ｍ ５ｍ
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5回データ
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